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５月号・Majo

1　　　阿づまの光

貧ま
づ

し
き
が
中な

か

に
は
ぐ
く
み
育そ

だ

て
た
る

子こ

は
宝ほ

う
せ
き石
に
ま
さ
り
て
貴

た
ふ
と

し

苦
労
話
や
自
慢
話
で
家
庭
内
宣
教	

総
務
管
理
課
主
事	

藤ふ
じ

本も
と

　

光
ひ
か
る

「
父
ち
ゃ
ん
は
な
、
竹
田
で
三
代
さ
ま
と
農
作
業
し
て
、
お
茶
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
ん
や
」
と
私
は
子
ど
も

の
こ
ろ
、
父
か
ら
三
代
教
主
さ
ま
と
の
想
い
出
話
を
繰
り
返
し
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
父
は
兵
庫
但
馬
の
出
身
で
、

青
年
期
が
ち
ょ
う
ど
三
代
さ
ま
、
尊
師
さ
ま
の
「
竹
田
時
代
」
と
重
な
り
、
よ
く
三
代
さ
ま
の
も
と
で
ご
一
緒

さ
せ
て
頂
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

三
代
さ
ま
が
竹
田
別
院
に
渡
ら
れ
た
の
は
昭
和
十
八
年
、
翌
十
九
年
暮
れ
か
ら
聖
師
さ
ま
最
晩
年
の
耀
盌
制

作
が
始
め
ら
れ
た
こ
ろ
の
話
で
す
。
苦
労
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
と
に
か
く
三
代
さ
ま
の
こ
と
を
嬉
々

と
し
て
話
し
て
た
父
の
顔
が
懐
か
し
い
で
す
。
親
に
と
っ
て
は
自
慢
話
で
す
が
、
子
に
と
っ
て
は
世
界
中
の
誰

か
ら
も
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
生
き
た
話
で
す
。
そ
れ
は
何
年
た
っ
て
も
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
話

で
、
大
本
の
道
を
自
然
と
継
が
せ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
し
た
。

『
親
の
苦
労
話
は
子
ど
も
に
聞
か
せ
る
よ
う
に
』
と
三
代
さ
ま
は
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
と
存
じ
ま
す
。
当
時
の
三

代
さ
ま
、
ま
た
多
く
の
信
徒
の
皆
さ
ま
の
ご
苦
労
は
図
り
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
、
三
代
さ
ま
は
厳
し
い
農

作
業
の
合
間
に
、
天
国
の
遊
び
と
し
て
茶
道
や
謡
曲
・
お
仕
舞
等
を
御
自
ら
精
進
さ
れ
、
ま
わ
り
の
方
々
に
す

す
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
「
脚
下
照
顧
」「
言
心
行
の
一
致
」
と
か
の
新
し
い
大
本
の
教
風
が
生
ま
れ
、
宗

教
と
生
活
と
芸
術
の
一
致
と
い
う
信
仰
生
活
の
あ
り
方
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

還
暦
と
い
う
早
過
ぎ
る
父
の
昇
天
か
ら
こ
の
六
月
で
三
十
年
祭
を
迎
え
ま
す
。
そ
う
し
た
父
の
言
葉
は
苦
労

話
よ
り
自
慢
話
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
も
っ
と
聞
い
て
お
き
た
か
っ
た
も
の
で
す
。

今
、
各
地
で
開
催
の
大
本
の
お
作
品
展
等
は
、
一
般
の
方
々
に
対
し
て
広
く
外
へ
向
け
て
の
大
事
な
宣
教
で

す
。
ま
た
各
家
の
大
本
信
仰
の
足
元
を
固
め
る
後
継
者
育
成
は
い
つ
の
時
代
で
も
大
事
で
す
。
教
主
さ
ま
に
ご

面
会
し
お
言
葉
を
賜
っ
た
こ
と
、
い
ろ
ん
な
形
で
の
大
本
の
ご
奉
仕
活
動
等
、
大
本
で
体
験
し
た
、
感
じ
た
あ

り
の
ま
ま
を
親
か
ら
子
へ
伝
え
る
こ
と
が
家
庭
内
宣
教
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

五
代
教
主
作
灰
釉
茶
盌
銘
「
真
澄
姫
」「
金
龍
海
五
大
州
茶
盌
」

六
盌
の
う
ち
の
一
盌
（
金
龍
海
大
和
島 

土･

鉱
泉
１
０
０
％
釉
）
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茶
室
に
花
を
添
え
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
強
風
が
吹
き
つ
け
る
天
候
で

は
あ
っ
た
も
の
の
、
鎌
倉
作
品
展
を
観
覧
さ
れ
た

一
般
の
方
や
着
物
に
身
を
包
ん
だ
海
外
の
方
な
ど

も
入
席
さ
れ
、
一
服
の
薄
茶
に
癒
し
の
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
た
。

な
お
一
階
の
応
接
室
で
は
、
歴
代
教
主
・
教
主

補
さ
ま
の
お
作
品
展
示
が
行
わ
れ
た
。

東
光
苑
春
季
大
祭

東
光
苑
春
季
大
祭
は
四
月
十
四
日
、
午
前
十
時

三
十
分
か
ら
、
教
主
さ
ま
ご
臨
席
、
斎
主
・
出
口

眞
人
氏
の
も
と
執
行
さ
れ
、
四
百
三
十
人
が
参
拝

し
た
。

祭
員
は
各
主
会
祭
務
部
長
ら
信
徒
、
伶
人
は
宮

咩
会
関
東
支
部
、
少
年
少
女
祭
員
は
山
梨
主
会
の

小
池
翔
音
く
ん
・
礼
音
さ
ん
兄
妹
、
神
奈
川
主
会

の
星
田
夏
音
さ
ん
、
佐
保
さ
ん
姉
妹
、
大
本
神
諭

拝
読
は
朝
倉
泰
群
馬
主
会
長
、
添
釜
は
村
井
社
中

が
担
当
し
た
。

祭
典
後
、
教
主
さ
ま
が
ご
あ
い
さ
つ
（
二
〜
三

頁
掲
載
）
に
お
立
ち
に
な
り
、
次
い
で
東
京
本
部

を
代
表
し
て
浅
田
秋
彦
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
と

斎
主
の
出
口
眞
人
氏
が

そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
を

述
べ
た
。

続
い
て
奉
納
行
事
が

行
わ
れ
、
宮
咩
会
関
東

支
部
の
み
な
さ
ん
が
八

雲
琴
「
宮
の
咩
」、
福

島
主
会
と
栃
木
主
会
の

み
な
さ
ん
が
群
読
「
雨

ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
と
唱
歌

「
花
は
咲
く
」、
東
京
本

部
直
属
信
徒
で
日
本
を

代
表
す
る
和
太
鼓
奏
者

で
も
あ
る
林
田
ひ
ろ
ゆ

き
氏
が
和
太
鼓
「
奉
納

太
鼓
」
を
そ
れ
ぞ
れ
奉

納
し
た
。

続
く
直
会
で
は
、
教

主
さ
ま
か
ら
小
学
生
以
下
の
少
年
部
員
と
幼
児
に

お
菓
子
が
手
渡
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
参
拝
者
は
教
主
室
で
各
主
会
ご
と
七

組
に
分
か
れ
て
教
主
さ
ま
に
ご
面
会
を
賜
っ
た
。

出
口
な
お
・
出
口
王
仁
三
郎
の
世
界
を
語
る

第
百
二
十
二
回
大
本
公
開
講
座
『
出
口
な
お
・

王
仁
三
郎
の
世
界
を
語
る
２
０
１
３
』
は
、
四
月

十
七
日
午
後
七
時
か
ら
八
時
三
十
分
ま
で
、
港
区

新
橋
の
航
空
会
館
に
お
い
て
、
加
藤
眞
三
慶
應
義

塾
大
学
看
護
医
療
学
部
教
授
を
講
師
に
「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
時
代
を
生
き
る
患
者
学
」
と
題
し
て
開
催

さ
れ
た
。
参
加
者
は
二
十
三
人（
内
、一
般
十
五
人
）。

講
座
で
は
、
研
修
の
た
め
訪
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
・

ラ
オ
ス
の
貧
し
く
も
心
豊
か
に
暮
ら
す
農
民
と
、

高
度
な
文
明
と
生
活
習
慣
の
日
本
人
を
比
較
し
な

が
ら
、
日
本
の
病
院
や
医
療
現
場
が
抱
え
る
問
題

や
課
題
を
解
説
し
た
ほ
か
、
現
在
実
施
さ
れ
て
い

る
肝
臓
病
教
室
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
の

情
報
発
信
活
動
を
紹
介
。
さ
ら
に
医
師
や
看
護
師

と
い
っ
た
医
療
者
だ
け
で
な
く
患
者
を
含
め
た
情

報
の
共
有
と
、
終
末
期
を
迎
え
た
患
者
の
た
め
の

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
な
ど
に
つ
い
て
説
か
れ
た
。

東
光
苑
春
季
祭
式
講
習
会

東

光

苑

春

季

祭

式

講

習

会

は
、

三

月

二
十
三
・
二
十
四
の
両
日
に
開
催
さ
れ
、
の
べ

四
十
五
人
が
受
講
し
た
。

受
講
者
は
、
初
級
ク
ラ
ス
が
基
本
動
作
か
ら
後

取
動
作
・
正
中
動
作
・
祓
式
行
事
・
月
次
祭
ま
で
、

中
級
ク
ラ
ス
が
大
神
鎮
座
祭
・
祖
霊
鎮
祭
・
合
祀
祭
・

年
祭
ま
で
、
特
別
ク
ラ
ス
が
葬
祭
の
斎
主
養
成
の

た
め
の
、
装
束
着
付
け

と
し
ま
い
方
や
誄
詞
作

文
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
実

習
し
た
。

な
お
、
初
級
と
中
級

ク
ラ
ス
の
内
、
十
二
人

が
大
本
祭
式
認
定
試
験

に
臨
み
、
二
日
間
の
実

習
の
成
果
を
試
し
た
。

東
光
苑
観
桜
茶
会

東
光
苑
観
桜
茶
会
は
、
四
月
七
日
午
前
十
時

三
十
分
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー

一
階
の
東
光
庵
で
催
さ
れ
、
六
十
人
が
入
席
し
た
。

お
茶
席
は
、
埼
玉

主
会
の
高
野
則
子
氏
指

導
の
も
と
、
埼
玉
・
東

京
・
神
奈
川
主
会
の
み

な
さ
ん
が
接
茶
係
を
ご

奉
仕
。

立
礼
席
に
は
、
近
隣

信
徒
か
ら
届
け
ら
れ
た

八
重
桜
が
活
け
ら
れ
、

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

５
月４

日
（
土
）	

午
前
10
時
30
分
執
行

教
主
生
誕
祭
・
三
代
教
主
（
111
年
）
教
主

補
（
116
年
）
聖
誕
祭

５
日
（
日
）	

午
前
10
時
30
分
執
行

	
	

み
ろ
く
大
祭
遥
拝
祭

	

12
日
（
日
）	

午
前
10
時
30
分
執
行

	
	

東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

	

15
日
（
水
）	

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

		

「
出
口
な
お
・
王
仁
三
郎
の
世
界
を
語
る
2013
」

	

講
題

出
口
王
仁
三
郎
の
預
言

〜
み
ろ
く
の
世
の
姿
〜

	
	

講
師

森

良
秀
（
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
次
長
）

	
	

会
場

航
空
会
館
（
港
区
新
橋
１—

18—

１
）

６
月９

日
（
日
）	

午
前
10
時
30
分
執
行

東
光
苑
月
次
祭
・
世
界
平
和
祈
願
祭

市
杵
島
姫
命
例
祭

	

19
日
（
水
）	

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

		

「
出
口
な
お
・
王
仁
三
郎
の
世
界
を
語
る
2013
」

	

講
題

日
本
及
び
日
本
人
の
使
命

〜
日
本
は
世
界
の
要
〜

	

講
師

浅
田
秋
彦
（
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
）

祓式行事の実習に取り組む受講者

日常の喧噪を離れて静かな
ひとときを過ごす入席者

教主さまのご先達にあわ
せて「感謝祈願詞」を奏上

教主さまは一人ひとりの挨拶をお
受けになり、親しく声を掛けられた

「
こ
れ
か
ら
の
医
療
は
、
医
療
者
だ
け
で
な
く
、
患

者
も
主
役
に
な
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
自

分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
情
報
を
収
集
し
普
及
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
患
者
自
身

が
包
括
的
な
物
語
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
色
々
な

状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
と
結
ん
だ
。


